















るブラジルからのアフリカへの黒人の帰還、2. 1920 年代から 30年年代のサンパウロ














 第１節 問題の所在と問題意識 
  第１項 ブラック・ディアスポラと父祖の地アフリカ 
  第２項 ブラジルの「アフリカ性」をめぐる相克 
 第２節 先行研究と分析の視座 
  第１項 ブラック・ディアスポラに対する分析枠組みの変遷 
  第２項 本研究の視座 
  第３項 ブラジル黒人のアフリカに対する姿勢をめぐる先行研究 
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 第３節 分析対象、問題設定および構成 
  第１項 ブラジルにおける黒人 
  第２項 分析対象とする局面と問題の設定 




 第１節 問題意識、先行研究および問題設定 
 第２節 「帰還」現象の概要――背景、経緯、帰結 
  第１項 奴隷貿易の推移と 19世紀前半のバイーア 
  第２項 マレー反乱と「帰還」の気運 
  第３項 「ブラジル帰り」コミュニティ 
 第３節 アフリカへの「帰還」をめぐる考察 
  第１項 ブラジルからアフリカへの「帰還」現象の特徴 
  第２項 米国黒人のリベリア入植との比較 




 第１節 問題意識 
 第２節 先行研究の整理と問題設定 
 第３節 20世紀前半のサンパウロ州における黒人運動の展開 
  第１項 揺籃期（1903～1926年）――黒人社交クラブの形成と黒人新聞の登場 
  第２項 形成期（1926～1931年）――運動の顕在化と統一の試み 
  第３項 高揚期（1931～1937年）――ブラジル黒人戦線による運動の大衆化 
 第４節 結語 
 
第４章 黒人新聞のなかのアフリカとアフリカ系人――「アフリカ性」に対する忌避 
 第１節 問題意識、先行研究および問題設定 
 第２節 アフリカとブラック・ディアスポラに関する記事の分析 
     ――トピックの選定と論調にみられる傾向 
  第１項 アフリカおよびアフリカ人に関する記事 
  第２項 ブラック・ディアスポラおよびパン・アフリカニズム運動に関する記事 
  第３項 全体としての評価と記事の背後にある意図 
 第３節 アフリカ志向性の希薄さ――その外因性の当否をめぐって 




 第１節 問題意識 
 第２節 先行研究の整理と問題設定 
 第３節 「人種の天国」言説と黒人を含む「ブラジル人」の構想 
     ――フレイレの議論の源流 
 第４節 「人種の天国」言説と差別体験の狭間で 
  第１項 人種偏見・差別の認知をめぐる論調の揺らぎ 
  第２項 規範としての「人種の天国」とその限界 
  第３項 制約としての「人種の天国」言説 
 第５節 黒人を中心的要素とするネイション像 
  第１項 ブラジル人としての正統性の主張 
  第２項 ネイションと人種をめぐる言説の影響 




    ――アブディアス・ド・ナシメントの思想におけるアフリカ志向とその背景 
 第１節 問題意識 
 第２節 先行研究の整理と問題設定 
 第３節 ブラジル黒人運動史におけるアブディアスの位置づけ 
 第４節 アブディアスの思想におけるアフリカ志向とその背景 
  第１項 キロンビズモの概要 
  第２項 キロンビズモにおけるアフリカ志向の要点 
  第３項 アフリカと結びつける各論点の発現時期 
 第５節 アフリカ志向の淵源をめぐって 
  第１項 アフリカと結びつける各論点の由来 
  第２項 知識人への反発が加速させたアフリカ性の追求 




 第１節 明らかにしたこと 
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